
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主
に
会
員
向
け
に
配
布
し
て
い

た
会
報
で
す
が
、
今
回
は
町
民
の

皆
様
に
協
会
の
活
動
を
広
く
知
っ

て
い
た
だ
き
た
く
全
戸
配
布
と
し

ま
し
た
。 

 

宣
伝
広
報
部
会 

部
会
長 

松
本
利
明 

副
部
会
長 

石
川
哲
次 

副
部
会
長 

富
沢
美
津
代 

部
会
員 

荒
井
守
行 

島
村
冨
美
子 

常
見
義
旭 

松
澤
博
三 

吉
川
雄
二 

 

第 １３ 号 

平 成 ２１ 年 １１ 月 １ 日 

白 岡 町 観 光 協 会 

白岡町篠津９４４－１３   

kanko-shiraoka@abelia.ocn.ne.jp 

www13.ocn.ne.jp/~shiraoka/ 

電話／ＦＡＸ 0480-92-8151 

写真：コスモスまつり会場の様子（柴山地区） 

定 休 日 毎週火曜日 

営業時間 午前１１時～午後３時 

住 所 白岡町下大崎１０３－１ 

電 話 ０４８０－９２－８１５７ 

０４８０－９３－９８００ 

町の農家の皆さんが出品している農産物

直売所です。生産者の顔が見える安全な野

菜、採れたてのおいしい新鮮野菜をとり揃え

ています。 
電話／ＦＡＸ 

応募期間 

平成２２年２月１日～平成２２年２月末日 

主催・問い合わせ：白岡町観光協会 

後援：白岡町、白岡町商工会、白岡町文化団体連合会 

題材：町内の風景、祭行事等 観光宣伝に適切と思われるもの 

特
別
部
会
員 

内
田
信
行 

金
子
明
美 

岸
本
俊
夫 

高
橋
恵
子 

谷
川
保
蔵 

個 人 会 員 １口以上 

個人事業者会員 ２口以上 

法 人 会 員 ６口以上 

団体会員 ２口以上 

賛助会員 ２口以上 

年会費 １口：１，０００円 

に参加しませんか 

 

８
月
１
日
（
土
）
、
第
17
回
白

岡
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
過
ご
し
や
す
い
天
候
で
、

非
常
に
多
く
の
皆
様
に
ご
来
場
い

た
だ
き
ま
し
た
。
南
中
学
校
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
演
奏
か
ら
始
ま
り
、
舞

台
イ
ベ
ン
ト
、
商
工
ま
つ
り
、
健

康
ま
つ
り
な
ど
様
々
な
企
画
が
会

場
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。 

 

今
年
も
観
光
協
会
で
は
主
体
事

務
局
と
し
て
の
活
動
に
加
え
て
、

協
会
Ｐ
Ｒ
と
ル
ミ
カ
ラ
イ
ト
の
販

売
を
行
い
ま
し
た
。
事
業
協
力
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
、
一
日
お
疲
れ
様

で
し
た
。 

 

ま
つ
り
の
最
後
を
飾
っ
た
打
上

花
火
で
は
約

1000
発
が
夜
空
に
綺

麗
な
花
を
咲
か
せ
ま
し
た
。
協
賛

者
の
皆
様
、
誠
に
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
し
た
。 

 

 

８
月
29
日
（
土
）
、
白
岡
で
Ｊ

Ｒ
主
催
の
駅
か
ら
ハ
イ
キ
ン
グ
が

開
催
さ
れ
、
大
変
暑
い
中
、

1884
人

も
の
方
が
散
策
に
訪
れ
ま
し
た
。 

 

当
協
会
は
コ
ー
ス
設
定
、
駅
で

の
受
付
、
下
野
田
集
会
所
で
の
麦

茶
接
待
、
梨
の
試
食
等
を
行
い
、

参
加
者
を
も
て
な
し
ま
し
た
。 

 

今
回
の
コ
ー
ス
は
「
歴
史
と
梨

の
町 

白
岡
の
社
寺
仏
閣
歩
き
」
と

い
う
テ
ー
マ
で
設
定
さ
れ
て
お

り
、
白
岡
ら
し
い
魅
力
を
皆
様
に

堪
能
し
て
い
た
だ
け
た
こ
と
で
し

ょ
う
。 

梨試食サービスの様子 

協会ブース 

舞台イベント 

散策を楽しむ参加者 

 

ご
協
力
い
た
だ
い
た
高
岩
天
満

神
社
様
、
忠
恩
寺
様
、
正
傳
寺
様
、

大
徳
寺
様
、
下
野
田
集
会
所
様
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま
た
、

受
付
、
給
水
、
梨
試
食
サ
ー
ビ
ス

を
協
力
い
た
だ
い
た
事
業
協
力
ス

タ
ッ
フ
の
皆
様
お
疲
れ
様
で
し

た
。 

 

白
岡
ま
つ
り
は
子
供
か
ら
大
人

ま
で
す
べ
て
の
人
が
楽
し
め
る
よ

う
工
夫
し
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う

な
催
し
を
通
し
て
、
町
民
の
皆
様

と
触
れ
あ
え
る
こ
と
を
楽
し
み
に

し
て
お
り
ま
す
。 

黒沼用水見学会の様子 

 

多
く
の
河
川
が
流
れ
、
９
ヶ
所

の
河
川
立
体
交
差
部
を
持
つ
白
岡

町
。
そ
れ
を
観
光
資
源
と
し
て
活

用
す
べ
く
、
当
協
会
で
は
河
川
を

愛
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
川
の
サ

ポ
ー
タ
ー
」
を
組
織
し
て
様
々
な

活
動
を
し
て
い
ま
す
。
（
11
月
現

在
27
名
が
登
録
） 

 
活
動
内
容
は
河
川
周
辺
の
ゴ
ミ

拾
い
、
河
川
周
辺
の
花
植
活
動
を

す
る
た
め
の
種
採
り
・
種
蒔
き
、

彼
岸
花
の
株
分
け
、
自
転
車
に
よ

る
河
川
見
学
会
、
河
川
の
水
質
調

査
な
ど
で
す
。（
お
よ
そ
月
に
１
回

程
度
）
移
動
手
段
は
自
転
車
な
の

で
非
常
に
気
持
ち
が
良
い
と
評
判

で
す
。 

 

興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま
で

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。 

白岡駅西口商店会夏祭り 

 
今
年
も
町
内
各
地
で
様
々
な
夏

祭
り
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

東伸団地夏祭り（彦兵衛地区） 篠津の天王様 

他にもたくさんのお祭りが行われています。協会ＨＰ・ポスター等でお知らせいたします。 

 

11
月
21
日
（
土
）
、
農
業
祭
が

味
彩
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
、
当

協
会
も
協
力
い
た
し
ま
す
。
当
日

は
農
業
祭
本
部
テ
ン
ト
に
て
協
会

Ｐ
Ｒ
等
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
11

月
23
日
（
月
）
、
わ
ん
ぱ
く
商
店

街
が
保
健
セ
ン
タ
ー
分
館
先
の
都

市
計
画
道
路
予
定
地
で
開
催
さ

れ
、
当
協
会
も
出
店
い
た
し
ま
す
。 

多
く
の
皆
様
の
ご
来
店
を
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。 

我々と一緒に川を楽しみましょう 

前回出店の様子 

（わんぱく商店街） 

mailto:kanko-shiraoka@abelia.ocn.ne.jp


 
 

開
催
の
経
緯 

 

新
潟
市
は
、
平
成
19
年
４
月
１

日
に
日
本
で

11
番
目
の
政
令
指

定
都
市
に
な
り
ま
し
た
。
日
本
海

側
で
は
初
と
な
る
こ
の
政
令
指
定

都
市
指
定
達
成
を
祝
っ
て
、
記
念

事
業
「
水
と
土
の
芸
術
祭
」
が
今

年
の
７
月
18
日
か
ら
半
年
間
に

わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。 

そ
の
芸
術
祭
の
一
環
と
し
て
、

日
本
で
は
初
め
て
の
川
の
立
体
交

差
サ
ミ
ッ
ト
会
議
が
新
潟
市
で
８

月
１
日
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

芸術祭出展作品の一例と山本部会長 

 

大
熊
孝
新
潟
大
学
名
誉
教
授
か

ら
は
、「
昔
は
街
道
・
鉄
道
が
各
地

に
様
々
な
文
化
を
生
ん
だ
が
、
最

近
の
新
幹
線
・
高
速
道
路
が
未
だ

文
化
を
生
み
出
し
て
い
な
い
の

は
、
地
域
住
民
を
巻
き
込
み
そ
の

力
を
利
用
し
て
い
な
い
か
ら
で
あ

ろ
う
。
」
と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

伊
藤
孝
日
本
大
学
理
工
学
部
教

授
か
ら
は
、「
川
の
立
体
交
差
は
外

国
、
特
に
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
に
多
い
。

し
か
し
そ
れ
は
普
通
の
川
と
運
河

橋
と
の
立
体
交
差
で
、
日
本
の
よ

う
に
普
通
の
川
と
用
水
あ
る
い
は

排
水
用
河
川
と
の
立
体
交
差
は
や

は
り
水
田
を
中
心
と
し
た
日
本
独

特
の
文
化
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
」

と
の
話
が
あ
り
ま
し
た
。 

午
後
は
全
国
か
ら
５
県
の
パ
ネ

リ
ス
ト
が
そ
れ
ぞ
れ
の
川
の
立
体

交
差
の
特
徴
と
現
在
抱
え
て
い
る

問
題
点
あ
る
い
は
今
後
の
課
題
に

つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。 

① 

通
潤
橋 

熊
本
県
の
通
潤
橋
は
国
の
重
要

文
化
財
と
し
て
指
定
さ
れ
て
お

り
、
多
く
の
観
光
客
が
訪
れ
る
が
、

そ
れ
を
管
理
し
て
い
る
土
地
改
良

区
に
は
ほ
と
ん
ど
お
金
が
落
ち
な

い
。
今
後
こ
れ
を
ど
の
よ
う
に
維

持
・
管
理
し
、
後
世
に
伝
え
て
い

く
か
か
が
課
題
で
あ
る
。 

② 

田
川
カ
ル
バ
ー
ト 

 

滋
賀
県
の
田
川
カ
ル
バ
ー
ト
は 

サ
ミ
ッ
ト
会
議 

 
 

の
プ
ロ
グ
ラ
ム 

午
前
中
は
篠
田
昭
新
潟
市
長
、

伊
藤
孝
日
本
大
学
理
工
学
部
社
会

交
通
工
学
科
教
授
、
大
熊
孝
新
潟

大
学
名
誉
教
授
に
よ
り
「
地
域
の

文
化
と
、
川
の
立
体
交
差
」
に
つ

い
て
の
討
論
会
が
行
わ
れ
ま
し

た
。 篠

田
新
潟
市
長
か
ら
は
、「
日
本

で
初
め
て
川
の
立
体
交
差
サ
ミ
ッ

ト
会
議
を
開
催
す
る
こ
と
が
出
来

て
大
変
嬉
し
く
思
っ
て
お
り
、
新

潟
市
は
昔
か
ら
市
民
力
が
強
か
っ

た
の
で
こ
の
力
を
フ
ル
に
活
用
す

る
こ
と
に
よ
り
、
今
回
の
水
と
土

の
芸
術
祭
を
開
催
す
る
こ
と
が
出

来
た
。
ま
た
、
新
潟
市
の
中
に
水

と
土
の
ア
ー
ト
74
個
を
内
外
の

芸
術
家
に
創
作
し
て
も
ら
い
、
そ

の
多
く
が
水
辺
に
置
い
て
あ
る
の

で
興
味
を
引
か
れ
た
人
々
が
集
ま

っ
て
く
れ
ば
、
水
に
親
し
む
と
い

う
目
的
の
大
方
は
達
せ
ら
れ
た
と

思
う
。
」
と
語
ら
れ
ま
し
た
。 

会場の様子 

平成２１年８月１日（土）、全国で初となるこの会議に当協会から山本イベント部会長がパ

ネリストとして招待され、「白岡町の河川立体交差群」について発表いたしました。 

日本の中でも埼玉県には多くの川の立体交差が存在しており、特に白岡町には５ｋｍ四方の

狭い範囲に９ヶ所も集中していることが、今回のサミット会議に選ばれた理由です。 

説明をする山本イベント部会長 

日 時 平成２１年１１月２２日（日） 午後２時から午後４時まで（開場午後１時３０分） 

場 所 はぴすしらおか会議室３・４・５ 

発表者 白岡町観光協会 イベント部会長 山本一夫 

主催・問い合わせ 白岡町観光協会（92－8151） 

後 援 白岡町、白岡町教育委員会、蓮田・白岡地方ユネスコ協会、白岡の歴史を語る会 

大
雨
に
よ
る
浸
水
の
被
害
を
被
っ

て
い
た
虎
姫
町
の
水
害
問
題
を
解

決
す
る
た
め
に
作
ら
れ
た
。 

③ 

矢
田
川
伏
越 

 

愛
知
県
の
矢
田
川
伏
越
は
名
古

屋
城
の
お
堀
に
水
を
供
給
す
る
た

め
庄
内
川
か
ら
取
水
し
、
御
用
水

が
矢
田
川
を
伏
越
で
越
え
た
た

め
、
河
川
の
立
体
交
差
が
出
現
し

た
。
汚
れ
た
堀
川
の
浄
化
を
ど
の

よ
う
に
行
っ
て
い
く
か
が
課
題
で

あ
る
。 

④ 

新
川
と
西
川
の
立
体
交
差 

 

低
湿
地
の
新
潟
平
野
の
排
水
を

行
う
た
め
、
新
川
を
掘
削
し
、
日

本
海
に
排
水
し
た
た
め
生
じ
た
も

の
で
あ
る
。
両
川
と
も
排
水
用
の

河
川
で
あ
る
た
め
、
流
量
が
決
め

に
く
く
、
そ
の
維
持
・
管
理
に
は

江
戸
時
代
を
通
し
て
苦
し
ん
で
い

た
。
今
後
の
課
題
は
こ
の
河
川
立

体
交
差
の
意
義
や
歴
史
に
つ
い
て

地
元
の
人
々
に
よ
り
多
く
知
っ
て

も
ら
う
こ
と
で
あ
る
。 

白
岡
町
の
現
状
と
歴
史
を
説
明

す
る
中
で
、

6000
年
前
に
は
埼
玉
県

に
は
海
が
あ
り
、
そ
れ
が
白
岡
町

の
近
く
に
も
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、

こ
の
時
代
か
ら
江
戸
時
代
中
頃
ま

で
低
湿
地
で
人
の
住
み
に
く
い
土

地
で
あ
っ
た
こ
と
を
説
明
し
た
。 

 

次
に
こ
の
狭
い
白
岡
町
に
９
ヶ

所
の
河
川
立
体
交
差
が
存
在
す
る

の
は
以
下
の
３
つ
の
理
由
が
あ
る

か
ら
と
の
説
明
を
し
た
。 

①
1590
年
、
小
田
原
の
北
条
氏
が
滅

ん
だ
時
、
秀
吉
が
家
康
に
洪
水
の

巣
で
あ
る
関
東
平
野
へ
の
国
替
を

命
じ
た
こ
と 

②
江
戸
時
代
の
初
期
、
江
戸
湾
に

流
入
し
て
い
た
利
根
川
を
伊
奈
忠

次
が
銚
子
に
向
か
わ
せ
た
た
め
、

利
根
川
か
ら
分
流
し
白
岡
町
の
中

央
部
を
流
れ
て
い
た
日
川
（
に
か

わ
）
の
流
量
が
激
減
し
た
の
で
、

多
く
の
排
水
用
河
川
を
堀
削
し
、

日
川
を
新
田
に
替
え
消
滅
さ
せ
た

こ
と 

③
江
戸
中
期
、
八
代
将
軍
吉
宗
が
、

井
澤
弥
惣
兵
衛
に
命
じ
総
延
長

80
ｋ
ｍ
に
も
及
ぶ
見
沼
代
用
水

を
開
削
さ
せ
た
こ
と 

 

今
後
の
課
題
は
、
こ
の
よ
う
な

９
ヶ
所
の
河
川
立
体
交
差
が
白
岡

町
に
存
在
す
る
特
殊
性
を
町
民
の

皆
様
に
知
っ
て
い
た
だ
き
、
観
光 

新川と西川の立体交差（新潟市） 

 

サ
ミ
ッ
ト
会
議
の
ま
と
め 

 

こ
れ
ま
で
、
川
に
対
し
て
治

水
・
利
水
・
環
境
と
い
っ
た
切
口

で
論
じ
る
会
議
は
多
々
あ
っ
た
。

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
「
川
の
立

体
交
差
」
と
い
う
切
口
で
川
を
見

た
の
は
類
を
見
な
い
。 

 

そ
し
て
他
の
パ
ネ
リ
ス
ト
の
皆

様
も
一
ま
と
め
に
出
来
な
い
多
様

な
内
容
や
問
題
を
持
っ
て
会
議
に

臨
ん
で
く
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
会

議
を
繰
り
返
す
こ
と
で
、
川
に
対

す
る
新
し
い
文
化
が
生
ま
れ
て
行

く
も
の
と
思
わ
れ
る
。 

 

白
岡
町
観
光
協
会 

イ
ベ
ン
ト
部
会
長 

山
本
一
夫 

資
源
と
し
て
活
用
で
き
る
様
努
力

を
重
ね
る
こ
と
で
あ
る
と
述
べ

た
。 

河川の合流地点 

○ａ元荒川と野通川の合流点 

○ｂ元荒川と星川の合流点 

○ｃ隼人堀川と庄兵衛堀川の合流点 

○ｄ隼人堀川と三ケ村落堀の合流点 

○ｅ隼人堀川と新堀の合流点 

①元荒川 

②野通川 

③星川 

④備前堀川 

⑤姫宮落川 

⑥庄兵衛堀川 

⑦隼人堀川 

⑧新堀 

⑨見沼代用水 

⑩笠原沼用水 

（百間用水） 

⑪黒沼用水 

⑫三ケ村落堀 

⑬高岩落川 

町内の主な河川 

⑥黒沼用水・三ケ村落堀 交差地点 

⑦新堀・黒沼用水 交差地点 

 

⑧姫宮落川・百間用水 交差地点 

⑨百間用水・高岩落川 交差地点 

 

④星川・隼人堀川 交差地点 

⑤隼人堀川・黒沼用水 交差地点 

 

①野通川・隼人堀川 交差地点 

②見沼代用水・隼人堀川 交差地点 

 

③元荒川・見沼代用水 交差地点 

 （柴山伏越） 


